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第７回 京丹波町地域福祉計画策定委員会 会議概要 

 

〔日 時〕 平成２９年２月２３日（木）午後１時３０分～午後２時３０分 

〔場 所〕 瑞穂保健福祉センター２階 集団指導室・健康学習室 

〔出席者〕 委員１７名（波瀨孝澄、片山俊明、大西好美、阪内敏明、竹内裕子、山上幸二、谷山

和子、津田勝二、友金一文、隅田光郎、野間之暢、中西和之、今海博文、木上 實、

野口博之、藤田正則、山崎正則）【敬称略】 

〔欠席者〕 委員１名（梅原好範）【敬称略】 

事務局７名（大西義弘、津田知美、上原美智子、岡本明美、島田恵子、並河直樹、 

豊嶋浩史） 

 

１ 開会（事務局） 

２ 委員長あいさつ（波瀨委員長からあいさつ） 

３ 協議事項 

（１）京丹波町地域福祉計画（案）の確認協議 

○資料「京丹波町地域福祉計画（案）」及び「京丹波町地域福祉計画 概要版（案）」に基づき、 

コンサルから説明 

 

委員長：ご説明をいただいた。事前配布をしているとはいえ、かなり膨大な内容で、消化不良を起こ

しそうでありますが、まだ修正もありえると思うので、ご意見をいただきたい。 

 

中西委員：レジメでは地域福祉計画（案）の確認となっているが、この資料は（素案）となっている。

その整合性はどうなっているのか。また、表紙に「※誤植チェックや用語の統一等は、今後

精査する」と記載があるが、チェックしていないのか。 

 

事務局：（素案）の「素」は消し忘れであり、「誤植チェック」はすでに実施しており、消し忘れであ

ります。単純なミスであり、申し訳ありませんでした。 

 

津田委員：「数値目標を追加した」ということであるが、それぞれの数値目標の表に「平成３８年度」

「Ｈ３４」という記載が混在しており、わかりづらいと思われる。 

 

コンサル：現状値は平成２７年度、目標値は本計画の最終年度である平成３８年度の記載が基本とな

っているが、一部の目標値については、平成３４年度以前に達成が見込まれていることから、

そうした目標値については（Ｈ３４）と記載しています。よりわかりやすい表現にするよう

に今後調整します。 

 

津田委員：Ｐ１３・１４のサークル名について、社会福祉協議会は本年度に組織改変をしたことによ

り、瑞穂支所は無くなったため、支所で分けずに統一していただきたい。又、「くるみの会

（京丹波町食生活改善委員会）」についても、支所に分けずにまとめていただきたい。「ボラ

ンティアバンク運営委員会」についても約６７０名となっているが、これは会員数であり、
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変更が必要か社会福祉協議会内で検討させていただきます。 

 

事務局：社会福祉協議会様から、最適な表記をご指示いただき修正をいたします。 

 

野口委員：概要版のＰ４、基本目標３について、文字が切れている。 

 

事務局：ご指摘いただいた点は、今後修正いたします。 

 

委員長：他に意見はありませんか。意見がなければ、京丹波町地域福祉計画（案）についてこれで確

認とさせていただいてよろしいか。 

 

委 員：異議なし。 

 

（２）京丹波町地域福祉計画（案）パブリックコメントの結果報告 

○資料「意見募集の結果」に基づき、事務局から説明 

 

委員長：特にご意見がなければ、ご理解いただいたこととする。 

 

（３）その他 

 

事務局：今後のスケジュールについて説明。 

 

委員長：事実上、この第７回が委員としてご意見をいただく最後の機会となる。何か全体でご意見が

あればうかがいたい。 

 

野間委員：本日の議論には関係のない話で恐縮ですが、買物弱者等に対する支援について、来年度か

ら和知地区のごく一部で、カタログで注文をいただき、商品をお届けするというサービスを

行う予定である。最終的には町全体の買い物弱者の方の支援をしたい。併せて、空き店舗の

活用も検討している。皆様にご協力をお願いする可能性もあるので、その際はお力をお貸し

いただきたい。 

 

委員長：これも大きな社会福祉の問題である。府内では宮津市がこうしたサービスを先進的に行って

いる。京丹波町住民の福祉の向上という共通認識に立って、進めていきたい。他になければ、

これで事務局にお返しする。 

 

事務局：ありがとうございました。本日いただいた意見を踏まえた修正版を、後日、委員の皆様に送

付させていただきます。委員皆様の確認後、確定としまして３月中に策定となります。 

本日までの長期間、審議いただきありがとうございました。計画の実施にあたっても、皆様

のご意見をいただくことになると思います。どうかよろしくお願いいたします。 

最後に、大西副委員長様から閉会のあいさつをお願いいたします。 
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大西副委員長：熱心に話し合いを進めて頂きありがとうございました。よりよい内容のものになった

と思います。本日、いただいた意見を踏まえて修正した内容については、委員の皆様に確認

いただきます。４月以降には広報を通じて、住民の皆様に広く伝えていきます。 

 

 

以上 


